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 第一項 非営利組織の特徴 
 第二項 非営利組織のネットワーク促進要素 
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 第一項 法執行（警察支援プロジェクト） 











 第一項 紐帯強度の影響 
 第二項 複合的な紐帯強度の効果 
第二節 構造形態がもたらす効果 
 第一項 インクリメンタル・イノベーションの促進 
 第二項 ラジカル・イノベーションの促進 
















































































































































































































































































































































































































































































うになった。当時、月 1000 円の支援をしてくれる寄付会員数は 300～400 人、新規会員





そこで、かものはしプロジェクトは 07 年、山元 圭太さん（現在、日本事業統括デ




























企業 CSR の一環として、パナソニックは 2011 年 3 月、ソーラーランタン 2000 個を
























































【2011 年】順調な推移と IT 事業の解散の決断 
コミュニティ・ファクトリーの訓練生が 90 名まで増え地域の最貧困家庭をほぼカバ 
ーできたこと、地元マーケットに直営店をオープン、警察支援プロジェク（LEAP） 
が効果を発揮しカンボジア内務省のウエブサイトで発信されるなど、すべての事が 
順調に歩みを進める中、活動資金調達の役目を終えつつある IT 事業の解散を決断。 
【2012 年】インドでの第一歩を踏み出す 

























































































































































































































がら NPO の独自性や価値を発揮する事が求められている。 
② 補助金・助成金収入 
補助金・助成金収入は、行政や行政関連の団体、あるいは、民間の企業や財団法人等





































































認定 NPO 法人「かものはしプロジェクト」ANNUAL REPORT 2013 より作成 
 
1)個人会員拡大戦略の推進 











































































































第６章 考察  
 
以上、非営利組織がファンド・レイジングを成功させる中で構築する、組織ネットワ








































































































































































Koput, and Smith-Doerr, 1996）という主張がある。 
これは、「異なるネットワーク構造からもたらされる情報は、それぞれ特質が異な
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